
標準等作成に関する手続き 

ＴＴＣ標準番号体系の考え方 

平成２１年１２月２２日 

企画戦略委員会決定 

１ 共通の考え方 

(1)基本的にはＴＴＣ標準は国際標準に準拠することから、ＴＴＣ標準番号の付与において

は、一見して対応する国際標準ドキュメント番号が分かるものとする。 

(2)ＴＴＣが大きく関与する国際標準化機関はＩＴＵ－Ｔ、ＩＳＯ及びＩＥＣであることか

ら、この３機関に対応するＴＴＣ標準については簡明なタイトル番号を考慮する。 

 

ＩＴＵ－Ｔ ：ＪＴ 

ＩＳＯ,ＩＥＣ ：ＪＳ 

 なお、１つの標準にＩＴＵ－Ｔ、ＩＳＯ及びＩＥＣの３つの国際標準化機関の標準ドキュ

メントが対応する場合においても、参照源流を探り原則的にはＪＴ、ＪＳのいずれかのタイ

トル番号を付与する。 

 国際標準等（国際標準等に準拠して制定したＴＴＣ標準を含む）と適用範囲が異なるもの

の、国際標準等を引用する場合、或いは、国際標準等を適用するが、適用範囲を限定する場

合には、付与するＴＴＣ標準番号に「枝番号」を付加する。枝番号は英小文字を順に付与す

る。 

(3)地域標準化機関の連携により、又はＴＴＣ以外の地域標準化機関により作成された標準

ドキュメントに対応したＴＴＣ標準は、それら標準ドキュメント番号との対応がつくもの

とする。・・・ＪＰ 

(4)ＩＴＵ－Ｔ、ＩＳＯ、地域標準化機関以外の標準化機関・団体（フォーラム・コンソー

シアム等）により作成された標準ドキュメントに対応したＴＴＣ標準は、それら標準ドキュ

メント番号との対応がつくものとする。・・・ＪＦ 

(5)対応する標準化機関の無いＴＴＣ標準については、ＴＴＣ独自のタイトル番号を付与す

る。・・・ＪＪ 

(6)ＪＴ－、ＪＳ－、ＪＰ－、ＪＦ－、ＪＪ－の－以下の番号は極力混同を招かないように

する。 

（後述のＪＪ－の項参照） 

(7)いくつかの国際標準ドキュメントを統合した場合、主たる参照ドキュメント番号等に合

わせることとし、読者に誤解を招かない番号付与とする。 

(8)本番号体系を改定する場合は、原則として、改定後の体系を制定済みの標準に対しても

遡及して適用する。 

 

 



２ ＩＴＵ－Ｔに対応する標準番号体系について 

2.1 基本的考え方 

(1)頭２文字にＪＴを付与する。 

(2)ＪＴ－以下の標準番号は参照したＩＴＵ－Ｔ番号が対応するように付与する。 

(3)複数のＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠し、一つのプロファイルとする場合の番号構成は、次のと

おりである。 

 ＪＴ－Ｐｘｙｚ： 

ｘ Ｄ：ＩＳＤＮを利用するアプリケーションのためのＯＳＩプロファイル 

ｙ  

１～４ ：下位層（レイヤ１～４）のプロファイル 

５～７ ：上位層（レイヤ５～７）のプロファイル 

０ ：下位層、上位層に共通に係るプロファイル 

(4)いくつかのドキュメントを統合する場合にあっては、主たる参照ドキュメント番号等に

合わせることを原則とする等、読者に誤解を招かないようにする。 

(5)参照ドキュメントの年代等の詳細記述は、標準番号体系では記載せず、ドキュメント本

文の国際勧告対応番号の記述の項で明記する。 

(6)ＩＴＵ－Ｔ勧告（ＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠して制定したＴＴＣ標準を含む）と適用範囲が

異なるもののＩＴＵ－Ｔ勧告を引用する場合、ＩＴＵ－Ｔ勧告を適用するが適用範囲を限

定する場合、或いは、一つのプロファイルを別のサービスプロトコル等に適用範囲を特化す

る場合には、付与するＴＴＣ標準番号に「枝番号」を付加する。枝番号は、英小文字を順に

付与する。 

（共通の考え方の (1)(2) (6)(7)による） 

(7)ＩＴＵ－Ｔにおいて、年版が異なり、同一の番号を有する複数の勧告の混在が認められ

ており、ＴＴＣにおいてもいずれかに準拠する場合、区別のため必要に応じ、括弧付きで準

拠したＩＴＵ－Ｔ勧告の年版をＴＴＣ標準番号に付加することができる。 

    

2.2 番号構成 

(1)番号構成例１ 

参照国際標準ドキュメント   ＴＴＣ標準ドキュメント番号 

  ・ＩＴＵ－Ｔ Ｉ．４００ ・ＪＴ－Ｉ４００ 

  ・ＩＴＵ－Ｔ Ｉ．３６５．１ ・ＪＴ－Ｉ３６５．１ 

  



(2)番号構成例２ 

参照国際標準ドキュメント 

参照国際標準ドキュメント   TTC標準ドキュメント番号 

   

(3)番号構成例３ 

関連国際標準等ドキュメント   TTC標準ドキュメント番号 

   

 

(4)番号構成例４ 

参照国際ドキュメント   TTC標準ドキュメント番号 

・1988 年版ＩＴＵ－Ｔ Ｘ．２５    ・ＪＴ－Ｘ２５（８８） 

 

３ ＩＳＯ、ＩＥＣに対応する標準番号体系について 

3.1 基本的考え方 

(1)頭２文字にＪＳを付与する。 

(2)ＴＴＣ標準番号は参照したＩＳＯ、ＩＥＣ標準ドキュメント番号に対応するように付与

する。 

(3)ＩＳＯ、ＩＥＣ標準ドキュメントを統合する場合にあっては、主たる参照ドキュメント

番号等に合わせることを原則とするなど、読者に誤解を招かないようにする。 

(4)ＩＳＯ、ＩＥＣ標準ドキュメント番号には改版番号、ＤＡＤ番号、パート番号、セクシ

ョン番号等をも含める。 

(5)参照ドキュメントの年代等の詳細記述は、標準番号体系では記載せず、ドキュメント本

文の国際勧告対応番号の記述の項で明記する。 

(6)ＩＳＯ、ＩＥＣ標準（ＩＳＯ、ＩＥＣ標準に準拠して制定したＴＴＣ標準を含む）と適

用範囲が異なるもののＩＳＯ、ＩＥＣ標準を引用する場合、ＩＳＯ、ＩＥＣ標準を適用する

が適用範囲を限定する場合、或いは、一つのプロファイルを別のサービスプロトコル等に適

用範囲を特化する場合には、付与するＴＴＣ標準番号に「枝番号」を付加する。枝番号は、



英小文字を順に付与する。 

（共通の考え方の (1)(2) (6)(7)による） 

    

3.2 番号構成 

 番号構成は"ＪＳ－参照国際標準ドキュメント番号"とし、例を以下に述べる。 

(1) 番号構成例１ 

参照国際標準ドキュメント   ＴＴＣ標準ドキュメント番号 

・ＩＳＯ／ＩＳ／６２５６－１９８

１ 
  ・ＪＳ－６２５６ 

・ＩＳＯ／ＩＳ／８２０８  ・ＪＳ－８２０８ 

・ＩＳＯ／DIS ／8348／ＤＡＤ１  
・ＪＳ－８３４８／ＤＡＤ１ 

（補遺番号） 

・ＩＳＯ／DIS ／８８０２／２  
・ＪＳ－８８０２／２ 

（パート番号） 

・ＩＳＯ／DIS ／８０７２．１  
・ＪＳ－８０７２．１ 

（改版番号） 

・ＩＥＣ ６０４００：２００５  ・ＪＳ－６０４００ 

・ＩＥＣ ６００３４－１  
・ＪＳ－６００３４／１ 

（パート番号） 

・ＩＥＣ ６０３３５－２－７３  
・ＪＳ－６０３３５／２／７３ 

（セクション番号） 

・ＣＩＳＰＲ ２４  ・ＪＳ－ＣＩＳＰＲ－２４ 

(2)番号構成例３ 

関連国際標準等ドキュメント   ＴＴＣ標準ドキュメント番号 

   

 

４ 地域標準化機関の連携等に対応する標準・仕様の番号体系 

4.1 基本的考え方 

(1)頭 2文字にＪＰを付与する。 



 

(2)ＪＰの番号体系は、以下の形態等により作成されたドキュメント等をベースに、 「国際

的に当該標準案の内容について照会を行い作成された」標準に対応するものとする。 

 

・地域標準化機関の連携により作成されたドキュメント 

・ＴＴＣ以外の地域標準化機関により作成されたドキュメント 

(3)標準番号体系については、ＪＴ、ＪＳ、ＪＦ、ＪＪと混同を招くことのないものとする。 

(4)いくつかのドキュメントを統合する場合にあっては、主たる参照ドキュメント番号等に

合わせることを原則とするなど、読者に誤解を招かないようにする。 

（共通の考え方の (1)(3)(6)(7)による） 

 

4.2 番号構成 

(1)番号の付与については、次に従う。 

 

ＪＰ－Ｚ１～Ｚｎ－Ｘ１～Ｘｍ 

ア．Ｚ１～Ｚｎ ：団体名等の表記（出来るだけ短く：ｎ＝３程度を目安） 

イ．Ｘ１～Ｘｍ ：標準の固有番号 

(2)このうち、Ｚ１～Ｚｎは、 

 

３ＧＡ ： ３ＧＰＰ 

３ＧＢ ： ３ＧＰＰ２ 

とし、以降の分類については必要の都度順次定める。 

 

５ＩＴＵ－Ｔ勧告、ＩＳＯ標準、地域標準化機関標準以外で国際的に認知された標準・仕様

に対応する番号体系 

5.1 基本的考え方 

 

(1)頭２文字にＪＦを付与する。 

(2)ＪＦの番号体系は、原則として国際的フォーラム等のドキュメントをベースに、国際的

に当該標準案の内容について照会を行い作成された標準に対応する。 

(3)標準番号体系については、ＪＴ、ＪＳ、ＪＰ，ＪＪと混同を招くことのないものとする。 

(4)いくつかのドキュメントを統合する場合にあっては、主たる参照ドキュメント番号等に

合わせることを原則とするなど、読者に誤解を招かないようにする。 

（共通の考え方の (1)(4) (6)(7)による） 

 

5.2 番号構成 



 

(1) 番号の付与については、次に従う。 

ＪＦ－Ｚ１～ＺｎＹ１～Ｙｍ．Ｘ１Ｘ２ 

ア．Ｚ１～Ｚｎ  ： 団体名の表記（出来るだけ短く：ｎ＝３程度を目安） 

イ．Ｙ１～Ｙｍ  ： 上記団体のドキュメント番号あるいは代表的番号（ｍ＝３程度

を目安） 

ウ．Ｘ１Ｘ２  ： 標準の固有番号 

(2) このうち、Ｚ１～Ｚｎは、 

ＮＭＦ  ： ネットワークマネージメントフォーラム 

ＩＲ  ： ＩｒＤＡ（赤外線データ協会） 

ＡＦ  ： ＡＴＭフォーラム 

ＩＥＥＥ  ： 米国電気電子技術者協会 

ＩＥＴＦ  ： インターネットエンジニアリングタスクフォース とし、以降の

分類については必要の都度順次定める。 

 

６ 上記２～５項に該当しない標準に対応する番号体系 

6.1 基本的考え方 

 

(1)頭２文字にＪＪを付与する。 

(2)ＪＪの番号体系は、原則として標準化課題に対応した標準化機関がなくＴＴＣ独自で取

り決めた場合に対応する。 

(3)ＴＴＣ独自の標準に対する標準番号体系については、ＪＴ、ＪＳ、ＪＰ、ＪＦと混同を

招くことのないものとする。 

(4)いくつかのドキュメントを統合する場合にあっては、主たる参照ドキュメント番号等に

合わせることを原則とするなど、読者に誤解を招かないようにする。 

（共通の考え方の (1) (5)(6)(7)による） 

 

6.2 番号構成 

 

(1)標準化課題に対応した国際標準化活動の機関がなく、ＴＴＣ独自で取り決めたものの番

号構成は次のとおりとする。 

ＪＪ－  

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ ．  

Ｘ１ Ｘ２ 

〔Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、Ｘ１、Ｘ２ 付与にあたっての留意事項〕 

ア．Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３ はアルファベットを用いずに数字により分類する。 



ただし、Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３で２桁を表示する場合は、Ｙ１は、「Null」とする。 

（なお、 、Ｘ１ 、Ｘ２ も数字表示） 

〔理由〕 アルファベットを用いた場合、例えばＪＴ－ＩＸＸＸとＪＪ－ＩＸＸＸ

等が出現し混同を招き易い。（ＩＳＤＮ関連） 

すでに２桁で制定されている標準との整合を図るため、「Null」表示にした。 

イ．Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３と Ｘ１ Ｘ２ の間に「．」を挿入する。 

〔理由〕 ＪＳ－××××の××××との混同を避ける。 

ウ．ＪＪ－ 以降は５桁以内とする。 

〔理由〕 ＴＴＣ独自標準の番号付与にあたっては、今後の電気通信の発展及び国

内におけるＴＴＣ独自の標準化要望を考慮する必要があるが、現時点では予測が困難なた

め、取り敢えず従来の１００課題を２桁で分類する方法との矛盾が発生しないように１０

０番台を追加した。 

(2) 

 Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３は    

ｂ１０：（総論） 

ｂ２０：ＰＢＸ相互間（ディジタル） 

ｂ２１：ＰＢＸ相互間（アナログ） 

ｂ２２：企業ＳＩＰインタフェース 

ｂ３０：アナログ電話網関連 

ｂ４０：画像通信関連 

ｂ５０：専用線関連 

ｂ６０：データ通信関連 

ｂ７０：移動通信関連 

ｂ８０：ＭＨＳ／ＯＳＩ関連 

ｂ９０：相互接続用共通インタフェース関連 

１００：xDSL 関連 

２００：ＩＰ関連 

２０１：Ｑｏｓ 

２０２：セキュリティ 

３００：ホームネットワーク関連 

  注：ｂは、「Null」とする。 

とし、以降の分類については必要の都度順次定める。 

附則 

この規定は、１９９７年９月９日から施行する。 

 

附則 



この規定は、１９９８年９月４日から施行する。 

 

附則 

この規定は、１９９９年１１月１日から施行する。 

 

附則 

この規定は、２０００年２月１日から施行する。 

 

附則 

この規定は、２００１年９月５日から施行する。 

 

附則 

この規定は、２００３年１月３０日から施行する。 

 

附則 

この規定は、２００６年７月３日から施行する。 

 

附則 

この規定は、２０１０年１月５日から施行する。 


